
ダイヤル通話料の推移
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距離区分 区域内

（区域内通話）
180秒

7円
15

15

隣　接
区域内 ～20㎞

区　　域　　外　　通　　話
～30㎞ ～40㎞ ～60㎞ ～80㎞ ～100㎞～120㎞～160㎞～240㎞～320㎞～500㎞～750㎞ 750㎞

超
遠近
格差 改定の概要 概　　　　　  要距離

段階

・遠距離通話
料金の値下げ

・中距離通話料
金の値下げ

・広域時分制の
採用

広域時分制の採用
・市内通話と市外通話の区分廃止＝市内通話の定額制廃止
・最低通話料金（7円180秒）でかけられる範囲を単位料金区域まで拡大
隣接MA間通話料値下げ（7円60秒→7円80秒）

単位料金改定（7円180秒→10円180秒へ）（43％値上げ）

夜間割引（昼間料金の4割引）の時間帯
午後8時～午前7時を午後7時～午前8時へ拡大

320㎞を超える区域への通話料につき、午後9時～午前6時の
間は昼間料金の約6割引とする深夜割引制度を新設

500㎞を超える区間への通話料昼間3分間600円から520円に値下げ
750㎞を超える区間への通話料昼間3分間720円から600円に値下げ
（遠近格差1：72から1：60）

日曜・祝日の60㎞を超える区間への通話料（昼間）を夜間割引と
同額とする日曜・祝日割引制度の新設

320㎞を超える遠距離通話の距離区分3段階を1つに統合、従来
昼間3分間450円～600円を一律400円に値下げ
（遠近格差1：40）

60㎞を超え320㎞までの中距離ダイヤル通話料金の値下げ
　（例）東京～名古屋 昼間3分360円が260円
 夜間3分200円が150円

距離段階の統合
100㎞～120㎞を100㎞～160㎞に統合
160㎞～240㎞を160㎞～320㎞に統合

・単位料金の改定

・夜間割引制度
の拡大

・深夜割引制度
の新設

・500㎞を超える
遠距離通話料
金の値下げ

・日曜・祝日割引
制度の新設
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通話料
通話料は、区域内通話料、隣接区域内通話料及び区域外通話料の3つに区分されます。

＊ 〈　〉内の数字は、3分間通話した場合の料金です。
＊ 公衆電話の課金秒数は、硬貨またはテレホンカードでご
利用になる場合のものです。

隣接区域内通話
区域外通話

区域内通話

池田 茨木

注）表示は地名
　  ではなく
　  MA名です。

例　大阪MAの場合

寝屋川

大阪

堺

和泉 富田林

八尾

（参考）夜間割引及び深夜・早朝割引の時間
0時

昼　間 夜　間
は夜間割引

は深夜・早朝割引

8 19 23 24

深夜・早朝

区域内通話料：

隣接区域内通話料：
区域外通話料：

単位料金区域（MA）内の通話に適用される通話料です。単位料金区域とは、社会的経済的諸条件、地勢及び行政区画等か
らみて通話の交流上おおむね一体とみられる地域からなるものであり、現在、全国を561の区域（西日本エリア内で310の区
域）に分けて設定しています。
隣接する単位料金区域相互間の通話に適用される通話料です。社会的なつながり等を考慮して、距離に関係なく一律の料金としています。
　・　以外の通話に適用される通話料です。単位料金区域相互間の距離が大きくなるほど料金が高くなるような料金体系と
なっています。

区　 　分

区域内

隣接～20㎞まで

20㎞を超え30㎞まで

30㎞を超え40㎞まで

40㎞を超え60㎞まで

60㎞を超え80㎞まで

80㎞を超え100㎞まで

100㎞を超え120㎞まで

120㎞を超え160㎞まで

160㎞を超え240㎞まで

240㎞を超え320㎞まで

320㎞超え

時間帯

距離段階

ダイヤル通話の課金秒数
【11円（税込）［区域内については9.35円（税込）］でかけられる秒数】

昼　間 夜　間 深夜・早朝

午前8時～午後7時 午後11時～午前8時午後7時～午後11時
（土曜・日曜・祝日の昼間を含む）

    3分　〈9.35円〉（税込）

90秒　〈22円〉（税込）

 60秒

〈33円〉（税込）

 75秒

〈33円〉（税込）

 45秒

〈44円〉（税込）

 60秒

〈33円〉（税込）

 4分　〈9.35円〉（税込）

2分　〈22円〉（税込）

90秒

〈22円〉（税込）

公衆電話の課金秒数【税込10円でかけられる秒数】

56.0秒

39.5秒

26.0秒

21.5秒

16.0秒

〈  40円〉

〈  50円〉

〈  70円〉

〈  90円〉

〈120円〉

〈160円〉

〈180円〉

〈230円〉

〈230円〉

11.5秒

10.0秒

8.0秒

8.0秒

〈120円〉

〈120円〉

〈130円〉

〈150円〉

15.5秒

15.5秒

14.0秒

12.0秒

〈  30円〉

〈  40円〉

〈  60円〉

〈  70円〉

〈  90円〉

〈110円〉

〈110円〉

〈120円〉

〈140円〉

76.0秒

52.0秒

35.5秒

26.5秒

20.0秒

17.0秒

17.0秒

15.5秒

13.5秒

昼　間 夜　間 深夜・早朝

午前8時～午後7時 午後11時～午前8時午後7時～午後11時
（土曜・日曜・祝日の昼間を含む）
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